
2016年 2月 24日 

スーパーコンピューティング技術産業応用協議会 

 

ポスト「京」への期待 

 

現在開発が進められているポスト「京」の基本設計が完了し、この度、システムの方

向性が明らかにされました。関係各位のご尽力に心より敬意を表すると共に、産応協と

して、2020年の運用開始には大いに期待を寄せる次第です。 

特に、我が国の社会的・科学的課題の解決に向け、幅広い共用に供される研究基盤と

して、LINPACK 性能だけに固執することなく、実際のアプリケーションとのコデザイ

ンを通じ、多様な分野で高性能を実現すると共に、「京」の資産を継承し、ユーザーの

利便や使い勝手の良さも追求した、バランスの取れた世界最高水準の汎用スパコンを開

発するという方向性が明確に示されたことを歓迎します。これにより、産業界の自社設

備では計算できない大規模現象や複雑な現象の解析を通じた、将来のイノベーションに

繋がるコンピューティング環境の実現が期待され、産応協としても微力ながらその構築

に協力していく所存です。 

一方で、ポスト「京」の成果を最大化するためには、その早期実現が不可欠であるこ

とは勿論、以下の 3点を並行して進めていくことも重要と考えます。 

1. 多様な特徴を持つ第二階層以下のシステム整備 

2. ポスト「京」や第二階層の計算機環境を最大限に生かす、アカデミアの先端的・

革新的なソフトウェアの開発 

3. 上記ソフトウェアや産業向けソフトウェアの利用拡大に向けた支援環境 

世界最高水準の計算機環境、先端的・革新的なソフトウェア、アカデミアと産業界を

つなぐ支援環境の整備により、多様な産業分野でオープンイノベーションを実現するエ

コシステムが構築されることを期待します。 

 

以  上 


